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「特別支援教育のセンター的機能としての本校の取組について」   教育支援部  

 令和８年度は、杉並区特別支援教育推進計画及び本校学校経営計画に基づき、地域の学校や関係機関と連

携しながら、一人一人に応じた支援の充実を目指しています。そのために、区内小・中学校からの相談に応

じた助言や訪問による支援、教員研修などを通して、地域全体で子供たちを支える体制づくりを進めるとと

もに、特別支援教育について広く知っていただく取組にも力を入れています。具体的には、児童・生徒の図

画工作・美術作品を地域のスーパーマーケットに展示する取組や、善福寺川沿いで行われる「ふれあいアー

トギャラリー」への参加を継続しています。これらの活動を通して、児童・生徒が地域とつながり、自らの

表現を発信するとともに、特別支援教育への理解を深める機会としています。 

令和８年７月１日 

杉並区立済美養護学校 

校長 桑田 昌明 

 

「 安心と安全の中で育つ『輝く子ども』」 
                     校長 桑田 昌明  

子供たちが楽しみにしていた水泳指導も始まり、元気な声が学校に響いています。水に親しみながら笑

顔で活動する姿や、新しいことに挑戦しようとする姿に、本校の学校教育目標である「輝く子ども」の姿

を見ることができます。 

本校では、目指す学校像として「安心と安全」「学習の充実」を掲げています。子供たち一人一人が安

心して学校生活を送り、安全な環境の中で学びを深めることが、子供たちの輝きにつながると考えていま

す。 

水泳指導は、子供たちにとって楽しみな活動の一つです。水に親しみながら体力の向上や健康の保持増

進を図るとともに、自分の力を発揮したり、新しいことに挑戦したりする貴重な学習の機会でもありま

す。一人一人の実態や体調に応じた支援を行いながら、安全を最優先に学習を進めています。 

中学部では、中学部棟からプールまで移動して活動を実施しています。移動中を含めた安全管理を徹底

し、教職員が連携して見守りや支援を行っています。また、気温や湿度が高くなる時期でもあるため、熱

中症対策や健康観察にも十分配慮し、児童・生徒が安心して活動できる環境づくりに努めています。 

水泳指導の開始に先立ち、教職員を対象とした「救命救助法講習会」を実施しました。講習会では、心

肺蘇生法等について確認をするとともに、実際にプールに入り、担当する児童・生徒を具体的にイメージ

しながら、緊急時の対応について実践的な研修を行いました。また、事故などを想定し、役割分担や連絡

体制、救助の手順など、迅速かつ適切に対応するためのポイントについて改めて確認しました。子供たち

の命と安全を守ることは、全ての教育活動の基盤です。本校が目指す「安心と安全」の実現に向けて、教

職員一人一人が高い危機管理意識をもち、日々の教育活動に取り組んでいます。 

さて、7 月は一学期のまとめの時期です。子供たちは、この一学期を通して様々な学習や経験を積み重

ねてきました。一人一人の成長を振り返りながら、できるようになったことや努力したことを認め、自信

につなげていきたいと考えています。また、「学習の充実」の視点から、一人一人の学びの成果や課題を

丁寧に整理し、二学期へつながる指導・支援の充実を図ってまいります。子供たちが「できた」「わかっ

た」「またやってみたい」という気持ちを積み重ね、自分らしく輝きながら成長できるよう、今後も教育

活動を進めてまいります。 

保護者の皆様には、日頃より本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、心より感謝申し上げます。

今後も「安心と安全」「学習の充実」を大切にしながら、学校教育目標「輝く子ども」の実現に向けて取り

組んでまいります。引き続き、御支援と御協力をよろしくお願いいたします。 



 


